
※二重線は、分割方式を選択した場合の分割箇所を示すものです。

令和２年第１回市議会定例会質問者一覧表 
（令和２年３月９日、10 日、11日）

 代 表 質 問 者 一 覧 表 第 １ 回 市 議 会 定 例 会 
令 和 ２ 年 ３ 月 ９ 日 開 議

質問日   令和２年３月９日（月） 質問方式 分割方式 

質問順位 １ 会派名 自由民主党浜松 議席番号 31 氏名 戸 田  誠 

表  題 質 問 内 容 答弁者の職名 

１ 施政方針につい

 て 

２ 決算審査特別委

員会の指摘事項を

踏まえた予算措置

について 

３ 中期財政計画に

ついて 

４ デジタルファー

ストの情報網整備

について 

５ 就労・担い手対

策について 

(1) 予算措置につ

いて 

施政方針について、以下２点伺う。 

(1) デジタルファーストを多く盛り込み推し進めること

により、市長が描くビジョンについて所感を伺う。 

(2) 市民や地域のさまざまな多様性を都市の成長や活力

の源泉としながら「ひとつの浜松」をつくるという響き

のよい言葉があるが、これは非常に難しい課題だと思

う。 

  市長として、この難題をどのように進めていく考えか

伺う。 

決算審査特別委員会の指摘事項を踏まえた予算措置

について、来年度予算に対して、どのように指摘事項を

捉え、どのような方針で予算をつくり上げたのか伺う。

また、予算措置できたことがあれば、加えて伺う。 

中期財政計画について、以下２点伺う。 

(1) 計画以上に削減を進めているが、計画どおりに市債残

高の削減を進捗させる考えがないか伺う。 

(2) 計画以上の市債償還分を直ちにインフラ整備等に投

資できないと考えるならば、公共交通推進のための基金

への積み立てとする考えがないか伺う。 

デジタルファーストを推進する上で、どのように情報

網整備を行っていくのか伺う。 

  就労・担い手対策について、伺う。 

(1) 予算措置について、以下３点伺う。 

 ア 財務部として、予算を全件査定している中で、就労

及び担い手対策の分野について、どのような観点から

予算措置をしたのか伺う。 

 イ 就労・担い手対策について、一番かかわりのある産

業部として、どのような方針で予算措置をしてきたの

か伺う。 

 ウ 就労・担い手対策について、放課後児童会に対応す

る教育委員会として、どのような方針で予算措置をし

鈴木市長 
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森本財務部長
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表  題 質 問 内 容 答弁者の職名 

 (2) 自立支援対策

について 

６ 防潮堤について 

７ 新型コロナウイ

ルス感染症対策に

ついて 

８ 公共交通の基幹

整備について 

９ 新文化振興ビジ

ョンについて 

10 区再編について 

てきたのか伺う。 

(2) 自立支援対策について、すぐに就労できる状態でない

ひきこもりの人や生活困窮者に対し、どのように自立支

援対策を進めていくのか伺う。 

防潮堤の本体工事が完成するに当たり、市長の思いと

して、今後の防潮堤の価値などを含め、総括を伺う。 

  新型コロナウイルス感染症対策について、以下３点伺

う。 

(1) 現在、どのようにして正確な情報を市として発信して

いるのか伺う。 

(2) 市主催のイベントの開催または中止についての基準

を伺う。また、開催するときの注意事項をどのように定

めているのか伺う。 

(3) ウイルスを蔓延させない対策及び発症した人への対

応をどのように考えているのか伺う。 

  公共交通の基幹整備について、以下２点伺う。 

(1) 公共交通の基幹をもう一度考え直し計画する考えが

ないか伺う。 

(2) ＭａａＳに関する現状と今後の方針について、伺う。

  新文化振興ビジョンについて、以下２点伺う。 

(1) 新しい文化振興ビジョンの特長を伺う。 

(2) 新たなビジョンでは「伝統的、歴史的文化の保存と継

承支援」が基本施策として挙げられているが、具体的に

どのように実現していくのか伺う。 

区再編について、以下２点伺う。 

(1) 行財政改革・大都市制度調査特別委員会で出された行

程について、どのように受けとめたのか伺う。 

(2) 昨年の11月定例会で、５月議会までに一定の結論を導

き出すと答弁しているが、この行程では結論を出すこと

はおくれると考えるがどうか伺う。 
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